身体知プロジェクト合宿会議議事録

2006年3月28日、29日

基盤研究「身体知プロジェクト」のこれからの活動について

（活動案）

１．参加者各自の研究エッセンスの共有

　　　　・拡大研究会の形式をとりつつ、シンポジウムや講演会も開催する

・各研究会のコーディネーターは毎回持ち回り：研究発表や講演会などの企画・実行・まと

めをそのときのコーディネーターが行う

２．手塚千鶴子（国際センター）、熊倉敬聡（理工学部）が中心となってカリキュラムを考え、

実験授業を実施する。（2006年度秋学期）また今後、随時実験授業案を立ち上げ、実行する。

３．1と2、つまり理論構築と実践とを同時に行いつつ、そこから何らかの発見・研究・発信を行う

・研究会や実験授業の報告を行うと同時に最終成果を書籍形式で発表する。（2008年～
2009年出版予定）

４．慶應義塾のカリキュラムにおける身体知教育のあり方を考える
（研究の重点）

１．目的達成よりも教育のプロセスを重視する

２．カリキュラム外教育（ボランティア活動など）の意義を同時に探る

３．理論構築と実践を平行して行う

４．プロジェクトの広報を活発に行うとともに、研究のエッセンスを共有できるプログラムを作成す

る。
（メンバーについて）
１．研究会は、職員（ボランティア参加）、教職課程センター、そのほか学生の参加も奨励する。
２．実験授業に関しては、さまざまな参加者は広く門戸を開く形式にする。（社会人、中学・高校生）

